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ヒューマンタッチ総研レポートでは、建設業に特化して人材関連の様々な情報、最新の雇用関連データを月に１回のペー

スで発信していきます。ご愛読いただければ幸いです。 

 

 

今月は、10 月に国土交通省より公表された「2020 年度（令和 2 年度）建設投資見通し」から、2020 年度の建設投資の動

向についてまとめました。 

■2020 年度の建設投資見通しは対前年度比 3.4％減少して 63 兆 1,600 億円となる 

建設投資額は 2015 年度の 56 兆 6,468 億円から 4 年連続で増加して、2019 年度には 65 兆 3,700 億円に達したと見込ま

れているが、2020 年度については、新型コロナウィルス感染症拡大の影響や東京オリンピック関連需要がピークを過ぎた

こと等から 5 年ぶりに減少に転じ、前年度増減率 3.4％減の 63 兆 1,600 億円になる見通しとされました（図表①）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1 建設業界のトピックス 
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【図表② 2020 年度建設投資各項目の対前年度増減率】 ■民間投資は落ち込むが政府投資は前年を上回る 

2020 年度の建設投資の対前年度増減率を建築、土

木別、政府投資、民間投資別に見ると、民間の建築

投資が 8.1％減と大幅に落ち込み、民間の土木投資も

2.6％減と前年度割れになっています（図表②）。一

方、政府土木投資は 3.1％増、政府建築投資は 3.0％

増となっており、公共事業を中心とした政府投資が民

間投資の落ち込みを底支えする構造になっています。 

出典：図表①②ともに国土交通省「令和 2 年度（2020 年度）建設投資見通しより作成 
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(1)建設業の就業者数・雇用者数・新規求人数 

◆建設業の就業者数は 504 万人（前年同月比 100.4％）、雇用者数は 407 万人（同 98.8％）となり、就業者数は 6 カ月ぶ

りに増加した。 

＜建設業の就業者数と雇用者数の推移＞ 

 

出典：総務省「労働力調査」より作成  

◆公共職業安定所（ハローワーク）における新規求人数は 77,682 人（同 107.1％）となり 3 カ月ぶりに増加した。 

＜建設業の新規求人数の推移（新規学卒者とパートを除く）＞ 

 

出典：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成  

(2)建設技術職の雇用動向 

◆建設技術者数は 38 万人（同 105.6％）となり、前年同月比でみると 4 カ月連続増加した。 

＜建設技術者数の推移＞ 

 

出典：総務省「労働力調査」より作成 

◆ハローワークにおける建築・土木・測量技術者（常用・除くパート）の有効求人倍率は 8 カ月連続で低下し、前年同月よ

りも 1.19 ポイント低い 5.70 倍となった。低下傾向が続いているが、依然として高水準を保っている。 

◆有効求人数は前年同月比 95.3％となり 9 カ月連続で前年同月を下回ったが、新規求人数は同 101.4％と増加に転じ

た。有効求職者数は同 115.1％となり 4 カ月連続で前年同月を上回った。 

◆有効求人倍率の先行指標となる新規求人倍率は前年同月比 0.32 ポイント低下して 9.93 倍となっており、建設技術者

の需給は緩和傾向が続きそうである。 

◆充足率は前年同月比で 0.2 ポイント低下して 3.7％となり、ハローワークで建設技術者を採用することが困難な状況は

続いている。  

＊充足率＝（就職件数／新規求人数）×100 （％） 

＜ハローワークにおける建築・土木・測量技術者の雇用関連指標の推移(常用・除くパート)＞ 

 

＜ハローワークにおける建築・土木・測量技術者の雇用関連指標の前年同月比(常用・除くパート)＞ 

 

 2  2020 年 9 月の建設業界の雇用関連データ（2020 年 10 月 30 日公表） 
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  (3)建設技能工の雇用動向 

◆ハローワークにおける建設・採掘の職業（常用・除くパート）の有効求人倍率は、前年同月比 0.44 ポイント低下して 5.37

倍となり、7 カ月連続で前年同月を下回った。 

◆有効求人数は前年同月比 100.7％となり 9 カ月ぶりに前年同月を上回った。新規求人数も同 109.0％と前年を上回って

いる。 

◆有効求人倍率の先行指標となる新規求人倍率は前年同月比 1.11 ポイント上昇して 9.25 倍となった。需給動向は再び

逼迫化に向かうことが予想される。 

◆充足率は前年同月比 0.9 ポイント低下して 5.9％となり、ハローワークで建設技能工を採用することが困難な状況は続

いている。 

 

＜公共職業安定所（ハローワーク）における建設・採掘の職業の雇用関連指標の推移(常用・除くパート)＞ 

 

＜公共職業安定所（ハローワーク）における建設・採掘の職業の雇用関連指標の前年同月比(常用・除くパート)＞ 

出典：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成  
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（1）主要な雇用環境指標の推移 

◆就業者数、雇用者数ともに 6 カ月連続で前年同月割れ 

就業者数は 6,689 万人（前年同月比 79 万人減）、雇用者数は 5,961 万人（同 56 万人減）となり、ともに 6 カ月連続で前年

同月を下回った。就業率も 6 カ月連続で前年同月を下回り 60.3％となった。 

◆完全失業率は前月と同じ 3.0％ 

完全失業率（季節調整値）は前月と同じで 3.0％となった。完全失業者数は 8 カ月連続で増加して、前年同月比 42 万人増

の 210 万人となった。 

【主要雇用環境指標の推移】 

 

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

◆就業者数は前月に引き続き宿泊業・飲食サービス業で大幅に減少 

産業別に就業者数を見ると、宿泊業・飲食サービス業が前年同月比増減率 10.6％減（48 万人減））と最も大幅な減少率とな

った。一方、最も大幅に増加したのは不動産業・物品賃貸業であり、同 11.6％増（15 万人増）となった。次いで、情報通信業

が同 8.6％増（19 万人増）となっている。 

 

【主要産業別の就業者数・雇用者数】 

   
出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

 

◆非正規の職員・従業員が 7 カ月連続で大幅に減少 

雇用者数を正規、非正規別に見ると、正規の職員・従業員数は 3,529 万人（前年同月比 48 万人増）と 4 カ月連続で増加

した。一方、非正規の職員・従業員数は前年同月比 123 万人減の 2,079 万人となり、7 カ月連続で大幅な減少となった。 

 3  2020 年 9 月の雇用関連データのまとめ（2020 年 10 月 30 日公表） 
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【雇用形態別雇用者数の推移】 

 

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

◆完全失業率が最も上昇したのは 25 歳～34 歳の男性 

年齢階級別・男女別に完全失業者数及び完全失業率を見ると、男性の失業率は前月より 0.2 ポイント上昇したが、女性は

0.2 ポイント低下した。最も失業率が上昇したのは 25 歳～34 歳の男性であり、前月よりも 1.0 ポイント上昇して 4.9％となっ

た。 

 

【年齢階級別・男女別完全失業者数・完全失業率】 

  

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 

 

◆前月に引き続き、勤め先や事業の都合による離職が大幅に増加 

完全失業者数を求職理由別に見ると、勤め先や事業の都合による離職が前年同月比 19 万人増の 40 万人となり、前月

に引き続き大幅に増加した。 

【求職理由別完全失業者数の推移】 

 

出典：総務省統計局 労働力調査より作成 
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（2）全体の有効求人倍率・新規求人倍率・正社員求人倍率の推移 

◆有効求人倍率は 9 カ月連続で低下して 1.03 倍となる 

 ハローワークにおける有効求人倍率（季節調整値）は前月より 0.0１ポイント低下して 1.03 倍となった。9 カ月連続の低下

である。正社員の有効求人倍率は前月と同じく 0.78 倍であった。 

【ハローワークにおける有効求人倍率（パートタイムを含む/季節調整値）の推移】 

 

出典：厚生労働省「一般職業紹介状況」より作成 

（3）職業別有効求人倍率の推移 

◆ハローワークにおける専門的・技術的職業の有効求人倍率は前年同月より 0.59 ポイント低下して 1.64 倍となった。14 カ

月連続の低下であり、6 カ月連続ですべての専門的・技術的職種で前年同月割れとなっている。 

◆最も大幅に低下したのは前月に続いて医師・歯科医師・獣医師・薬剤師であり前年同月比 1.71 ポイント低下して 2.74 倍

となった。次いで情報処理技術者が同 1.17 ポイント低下して 1.29 倍であった。 

■最も有効求人倍率が高いのは建築・土木・測量技術者の 5.70 倍、次いで建設・採掘の職業の 5.37 倍となっており、建設

業関連の専門職の人手不足が依然として深刻である。 

 

【ハローワークにおける職業別有効求人倍率（除パート）の推移】 

 

出典：厚生労働省：一般職業紹介状況より作成 

【職業別有効求人倍率（除パート）の対前年同月比】 

 

 

 



 
「ヒューマンタッチ総研 Monthly Report」令和 2 年 11 月 

 
 

 

 
Copyright© Human Touch Co.,Ltd. All Rights reserved. 

＜用語解説＞ 

1. 労働力人口・就業者・雇用者・完全失業者 

 

 

＊労働力人口 

15 歳以上で働く意思と能力を持つ者。 

＊非労働力人口 

15 歳以上で働く意思や能力のない者。 

＊就業者 

賃金、給料、諸手当、営業収益、手数料、内職収入など収入（現物収入を含む。）になる仕事を少しでもした者。 

＊完全失業者 

仕事がなくて仕事をしなかった者のうち，就業が可能でこれを希望し，かつ仕事を探していた者，および仕事があればすぐ

に就ける状態で過去に行った求職活動の結果を待っている者。 

＊自営業者 

株式会社等の法人を設立せずに自ら事業を行っている者。 

＊雇用者 

会社・団体・官公庁または自営業主や個人の家庭に雇われて給料・賃金を得ている者。 

 

2. 就業率 

「15 歳以上の人口」に占める「就業者」の割合   

3. 完全失業率 

「労働力人口」に占める「完全失業者数」の割合 

4. 有効求人倍率 

有効求人数／有効求職者数（倍） 

5. 新規求人倍率 

新規求人数／新規求職者数 （倍）  

＊「新規求人」とは、その月に受け付けた求人をいい、前月から未充足のまま繰り越された求人と新規求人との合計を「有効求人」という。 

6. 充足率 

（就職件数／新規求人数）× 100 （％） 

 

 

15 歳以上人口 

労働力人口 

非労働力人口 

就業者 

完全失業者 

自営業者等 

雇用者 

■このレポートに関する問合せ■  〒160-0023 東京都新宿区西新宿 7-5-25 西新宿プライムスクエア 1 階 

ヒューマンタッチ株式会社 ヒューマンタッチ総研担当 TEL：03-6846-1027  Mail:htsouken@athuman.com 


